
認 定 書

国 住 指 第 3186号
令和 2年 2月 21日

吉野石膏株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  赤羽

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法施行令第 46条第 4項表―の (人 )の規
定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号

FRM―-0678

2.認定をした構造方法等の名称

厚 9.511ttl軽量両面ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板/めつき鉄丸く
ぎNZ50/外周都@7511111、 中通り@150■lm/大壁造の直張り仕様/木造軸組耐力壁
における構造方法

3.認定をした構造方法等の内容

2.7の倍率を有する軸組 と同等以上の耐力を有する軸組

月可添の通 り

訴意

(注意)こ の認定書は、大切に保存 しておいてください。
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丹り本

1.勒 の名称

厚 9.5-軽量両面ボード用原紙張ガラス繊維混入せつこう板/めっき鉄丸くぎ NZ50ノ/外周部

@7tr)_、 中通り@15(血/大壁造の直張り仕様/木趣軸御耐力壁

2, オ蕎選学D構座零

(1)醐 朔

a)面lオの名称

軽量画面ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板

b)顧耐オ互猫鞠破あむび刈獣虎

面材の断面図を図 1に示すとまた、その備成材及び組成を表 1に荷先

ガラス繊維混入せつこう板

ボード用 (寸法単位 :mm)

図 1耐 オの卿

表 1構開オ及醐

（〇
い
．〇
＋
）蛉
．ω

ヲ受舅重羅覇

'オボード用

聯

組成などは社外秘 とさせていただきます。

芯 材 :

形 線

殿 つこ

う板

組成などは社外秘とさせていただきます。
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厚さ (B阻) 幅 (m■■) 長さ (―)

盤 9.5 朗 ～ 1000 1820～3030

鵜 0判 .5 ±2.5 0-+5
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c)難

d)狽唖罰力B動
図2に示すベベルエッジ又はスクェアエッジとする。

2～6
く0

べベルエッジ スクェアエッジ

図 21負ll面力B工形状断面図

(寸法単位 :mm)

e)品質の基準

面材は、国土交通大臣の認定を取得した面材 (認定番号 :QM‐0954-1)に姑し、面材の厚さの

範囲を制約している。

性   能 :律験方法はЛSA6901:2014に よる。)

含水率

(°/。l

曲t労嬢萌直 lNl 単位面積当たりの質量

(kym2)長さ方向 跡

3以下 剛 甦 2(Xl以上 6.84～8,36

観 :軽勤両面ボード用原紙脹ガラス繊維混入せっこう板の両面及び側面には、使用上有害な

欠け、割れ、汚れ、きずなどがあってはならなし、

(2)触 の睡

（Ｏ
Ю
．０
十
）め
．Φ

（〇
い
．〇
＋
）め
．０

外

部  位 寸 法 等

柱(上台、月睡曇 オ依 梁 蝉 謝 け 105-現 跡 105-雄

卿 囃 見付け 45mmX見込み 105mm以上

F口弓柱 囃 娠とイ寸t,27-現跡 105mm彦た_L

胴つなぎ 囃 見付け60mmX見込み45-以 上

柱の間隔 900--2(X10mm

面材の継手となる継手間柱と柱の間隔 9(10-ハ
Ψ

100-

FH強と柱又は間柱と継手間柱の間隔 450-～ 5CXhm

横架材間の内法寸法
1務倒匿り 2140mm以上 297(施 以下

縦継ぎ張り 2(180mm以上 3120■Hntメ下

汚町彰代-2/10
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(3)接合具の仕様

a)規脇 称 :く ぎ

b)規格番号 :ЛS A 550&2(l(19

c)種  類 :めつき鉄丸くぎ

d)呼  び :1ヽlZ50

(4)その他の仕様

特になし。

3.耐力壁硼 範躍

(1)当F痴跡オをイ史
‐
用した耐力壁醐 畑囲は、建築響錦勁ぬ令第40条から第 49条 (ただし、第48条

第2項は除く)に準拠した木造軸組とする。

(2)当該耐力壁は,外周壁の屋外側下勉比 室内側下地材及び内部壁の下地材に用いるものとする。当該

耐力壁を外周壁の屋外側下地材として用いる場合は、防維 の他適切な防水措置を講じるものとす

る。

(3)建築基り匈鯨玲 第 46条第 4項の表 1に定める軸征兇は昭和 56今鍵穀省告示第 ■(Xl号に定める

軸組を併用する場合は、倍率の数値 5を限度としてそれぞれの倍率の数値を加算できるものとする。

4.峨 壁の施工仕様の概要

(1)車離財

C柱(横架材 (土台、胴瑳(桁、梁)の断面寸法は見付け105-X見込み10飾 以上とする。

②間柱の断面寸法は見付け27-X見込み 1銚血m以上とする。

③画材の横方向の継手となる継手間柱の断面寸法は見付け翡面m×見込み105mm以上とする。

④画材の縦方向の継手となる胴つなぎの断面寸法は見付け6(血×見込み45-以上とする。

⑤性の間隔は90(l― 以上2(10(施 以下とする。

⑥面材の継手となる継手間柱と柱の間隔は90(施 以上1(l(10-以下とする。

⑦間性と柱又は間柱と継手間柱の間隔は450-以上500mm以下とする。

C横架材間の内法寸法について、縦継ぎ張りの場合は208(瓶 以上312Cttm以下、1枚張りの場合は

2140-以上2970-以下とする。

(2)面材の割付

耐オ朧期観こ直張りとし、張り方は横架材聞イ朝Dなぎを設けて 2枚の板で縦継ぎ張りとする力＼また

は1枚の板で縦張りとする。ただし、2枚の板で縦継ぎ張りとする場合、下側の面材の長さは182(腕 と

し、す_1貝llの融 幌 ′f長さは32硫mとする。

(3)面材の留め付け

①画材は、めっき鉄丸くぎNZ50を用いて、面材の夕日司部ではくぎ相互の間隔を75れm(マーキングか

らのずれの許容差 :±8mml以下で柱、横架材、継手間伝 月周つなぎに、面材の中通りの部分ではく

ぎ相互の間隔を150-lマーキングからのずれの許容差 :± 15mm)以下で間柱に留め付ける。ただ

し、面材端部に間隔の狭い箇所が集中するような極端な配置とならないようにする。

②くぎが有効に作用するように、面材の端部とくぎとの間隔 (へ りあき醐 は、土台、横架材及び胴

つなぎでは15-磁 滋 ±3-)、 桂及び継手聞柱では12mm(許容差 :圭2mm)とする。

ダ,町ψ終-3/10
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⑥面材の外周部及び中通りの部分におけるくぎ本数について、面材の長手方向及び短手方向の辺長 傾、

Ll力ちへりあき距離 篠1+E2、 Ll十L2)を減じた長さ い―
CI二十H2)、 L―●1+L2))を算出し、その

長さ佐都 のくぎ間隔 lP、 Qlで除する。

外周部のくぎ本数はその値の小数第‐位を切り上げてとを加えた値とし、中通りの部分のくぎ本数は

その値の′J甥凄持位初 り上tX lを減じた値とする。

なお、図 3に示す通り、面材四隅のくぎは長手・短手両方向のくぎ本数として数えることとするが、

中通りの部分と外周部のくぎを結ぶ直線上のくぎは、中通りの部分のくぎ本数として数えないものと

する。また、くぎ本数の一覧を表21黙 s

ここで、Lは 9(Xhm-1(10(施mのいずれ力笠雅虫H凋師拗壁の施I仕様に応じた下側もしくは上側

の面材の長さ娘 Hl及びH2は 15mm、 Ll及び12は 12-、 Pは 75-、 Qは 15(lmmとする。

④面材のかかり代イk ttlま 45mm以上、土台、梁、胴践および桁は3-以 二 継手間柱は2(れm以

上、胴わなぎは3(lmm以上とする。

⑥くぎ留めは、面材に表示されたくぎ留めの位置に従つて行い、表示のない位置は施工時にマーキング

等した後にくぎ留めする。

⑥面材の継手部は縦方向および横方向とも突き付けとする。

⑦くぎは、面材表面に面―になるように留め付ける。

〓

圧:二
=こ

と:外周部長手方向のくぎ

江 _卜f_‐]:外周部短手方向のくぎ

囲躍趨翻h中通り部のくぎ

図3各部のくぎ沐数

L

卜
益
０

言,以下=

ト

ベP以下

土

0

ト
養
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表2 くぎ本数一覧

項  目 仕  様

面材 と軸組 種類

間隔

めっき NZ50

1枚張りの面材

12mュn
15mm
15mm
924mm 以下

999mm 以下

1001)mm以 下

本 教

外周部間隔  751xlm  以下

中通 り間隔  150mm 以下

面材長辺か らの縁端距離 柱・継手間柱位置

面材短辺か らの縁端距離 月同つなぎ位置

横架材位置

面材外周郡 短手方向長 さ 900mm 以上

924mm 以上

999mm 以上

面材外周部 長手方向長 さ

縦継ぎ張りの上側面材 32()mm 以上

330nm 以上

405nm 以上

480mm 以上

555mm 以上

630mm 以上

705mュ xェ 以上

780mxxェ  以上

855mm 以上

930mm 以上

1005mm以上

1080xxlm以 上

H55mm以 上

1230mm以上

1305mm以上

縦継ぎ張りの下側面材 1820mm

13本

14本

15本

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

330mm
405mm
480mm
555mm
631ぬm
705mm
780mm
855mm
930mm
1005重m
1080mm
l155r11だと1

1230■lxn

1305mm
1360mxxl

2205xxm

2280mm
2355mm
2430mェ xl

2505mlxl

2580mm
2655mm
2730mm
2805mm
2880mttxL

2955mixl

3030mm

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

30本

31本

32本

33本

34本

35本

36本

37本

38本

39本

40本

41本

鉢
鉢
然
撚
球
跡
跡
跡
跡
跡
跡
跡
跡
跡
跡
跡

2200mm
2205mm
2280mm
2355mm
2430mm
2505xxlm

2580mm
2655mm
2730mm
2805=xLm

2880mm
2955mm

面材 中通 り長 手方 向長 さ

縦継ぎ張りの上側面材 320mm
380mm
480m=xl

630mm
780mm
930mm
1080mm
1230mm

縦継ぎ張りの下側面材 1820mxxl

1枚張りの面材 2200mm
2280mm
2430mm
2580mm
2730mm
2880mm

330主 XlXn

48随m
63(lmm
780主主lm
93臨m
108(lmm

1230xxェm
1360mm

然
鉢
然
然
鉢
体
鉢
球

ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま

た
た
た
た
た
た
た
た

ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま

球
然
鉢
体
撚
休
休
鉢

ま
ま
ま
ま
ま
ま

難
辻
辻
辻
漱
難

体
跡
鉢
休
鉢
鉢

下

下

下

下

下

以

以

以

以

以

以上

以上

以上

以上

以上

2280mm
2430mm
2580mm
2730mm
2880mm
3030mm

11本 または 12本

15本

16本

17本

18本

19本

20本
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(4)その他の施工仕様

特になし。

(5)施工図

施夏図を図 4～図7に示す。

丹可シ代-6/10
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×

横架材
×

め っ ぎNZ50

ド

ド
'享

9.5

せ
【A部詳細図】

【B部詳細図1

【C部詳細図】

厚95

ぎNZ50
外 周 下

X

め

め っ

― ド

土台
105× 1

※

【施工図】

× 1 上

簾 胴つなぎ   めっ
60× 45

軽量両面ボード用原紙張
せ っ

5

間柱 27× 105以上

27× 1

105× 1

5

く

め

― ド

せ つ

軽量画面ボード用

5
5

め

×

×

X

めっき鉄丸くぎNZ5離 土台
105× 105

【鉛直断面図】

【下地組図】

図4施工詳細図 :縦継ぎ張りの場合  伺雄単位 :llm)

×

/

一
，

サ

つ こ

罠
／

／
＼
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※基礎 評価対象外
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霞

月同つなぎ
×
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柱手F母写継月同つなぎ

900～ 1000 横架材
105× 上

60×

―ド用

―ド用

め っ 鉄丸

め っ

め っ くぎNZ50

横架材

ぎNZ50

胴つなぎ
60×

継手Fロロ柱
45×

×

継手問柱

めっ ぎNZ50

F部

【面材の納まり】

×

×

横架材

め っ

【A部詳細】

厚9.5

×

×

―
柱
Ю

C部

くぎNZ50
以下

ト
ヘ
儲
常

可

４

卜
ヽ
驚

コ
（鞄
暉
苺
檀
素
卜
と
認
Ｈ

ド

厚9.5

軽 ― ド

めっき鉄丸
@75

【B部詳細】

+| 45以

C部詳細】

【D部詳細】

2(± 2)

【F部詳細】

―ド嬬原紙張

×

せ っ

め っ 望
横架材5

×

上

社
×

き鉄丸
部@75

く

下

12(± 2)

【E部詳細】

図5施工図 :縦継ぎ張りの場合  ω法単位 :mml
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柱 105× 105以 上

横架材
106× 1 上

ド用

5

め っ くぎNZ50

ド用

厚9.5

めっき鉄丸くぎNZ50

―ド用原紙張

めっき鉄丸くぎNZ50
下

十
一

めっき鉄丸

土 台
105×

め 鉄丸く

【A部詳細図】

+ 2(± 2)

【B部詳細図】

【C部詳細図

柱 27× 上

45× 1 上

【施工図】

十1

+I

―ド帰原紙張

5

横架材

土台

ぎNZ50

×

め ― ド

5

せ

105× 105

+I

X

×

27X l

105×

105× 105

【鉛直断面図】

【下地組図】

図6施蜘 図 :1枚張りの場合 何法単位 :IIm)

オ

/

/ ＼

蒸ツ
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900-1000

継

【面材の納まり】

横架材

厚 9.5

×

ド

くぎNZ50

【A都詳細】

【B部詳細】

【C部詳細】

十

【D部詳細】

横架材

5

継手間
×

+
.5

A部 @75

答
寓

柱
X

ド

Xl
5

彗

醐×

卜
答
駕

コ

キI

柱
×

り@
ぎNZ50

D部

用

×

めっ
用

下

図7施正図 :1枚張りの場合  勾賂 判立:皿al

＼ /
/

450-500

05× 105

協

上

ト
ヘ
ｏ
召

可
ユ
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